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ごあいさつ･･･理事全員任期満了に際して 

 

気象予報では、この冬は暖冬と、報じられましたが、日々の気温の差の厳しい冬とな

りました。皆様も体調の維持にはことのほか、ご苦心されたことと存じますが、ようや

く春も盛りの季節を迎え、桜の開花も間近となりました。 

桜の季節の到来とともに、現在の理事会は、来る４月に開催が予定されている総会を

もって理事全員２年の任期満了となります。 

この間、皆様のご協力に支えられ、ボランティアセンターの建て替えによる事務所移転などの困難も無事

乗り切り、任を全うできたことに、深く感謝申し上げる次第です。 

この２年間で６０名のご利用会員が新たに加入され、ハンディキャブの活動も順調に発展してきましたが、

一方では、ボランティアの高齢化も進み、皆様のご要望のすべてにお応えできない状況も生まれてつつあり

ます。しかしながら、おかげさまで、徐々にではありますが、この間、１５名の新たな仲間の参加を得るこ

とができました。皆様のご要望にすこしでも沿えるよう活動をすすめる基盤づくりを整えて参りました。重

ねて感謝申し上げます。 

今総会からは、諸般の事情により、総会後の懇親会をとりやめることに致しました。事情ご賢察のうえ、

お許し願いたいと存じます。 

本年、８月にはボランティアセンターの建て替え工事も終了し、９月には移転の運びとなりますが、新し

い理事会体制の下で、この移転作業を含め、厳しい財政事情の中で、多くの課題を乗り越えなくてはなりま

せん。皆様の今後のご支援・ご協力をお願い申し上げる次第です。 

簡単ではございますが、理事会を代表して、任期満了のご挨拶とさせていただきます。 

特定非営利活動法人 みたかハンディキャブ 

理事長  宮田 榮一  

みたかハンディキャブスローガン 

真心と笑顔で走る『あおぞら号』 



利用会員さんから寄せられた声 

大切にして欲しいこと･････････相田 純 

皆様こんにちは。どういう経緯で入会させて頂いたか忘れてしまうくらい、古参会員の相田純（あいだじゅ

ん）です。 

数年間、事務局でお世話になり、父が一時期ボランティアをしていたので、名前をご存知の方がいるかもし

れません。 

普段あまり利用しないし、行事参加もしてないので「本当に利用会員なの？」と思われそうですが、安心し

てください！年会費は払っていますよ！（笑） 

 

筆不精で作文が苦手なので、文章を作る時はダラダラと書いてしまい、いつもこんな風に駄文になってしま

います。初めて「あおぞら」の原稿の執筆依頼を頂いたのにすみません。 

 

こんな自分ですが、1つ思っている事があります。 

「みたかハンディキャブは、「利用会員」「ボランティア」「事務局」と三位一体で成り立っている団体。だ

から「譲り合う事」「協力し合う事」を大切にして欲しい」と。 

これからもより良い運行をよろしくお願いします。 

 

キャブを利用して 18年･････････小笹 真裕 

 私は、ハンディキャブを利用させていただいて 18年になります。 

今は主に仕事の行き帰りに利用させてもらい、顔見知りの運転手さんもたくさんできて、色々話をしたりす

るのも楽しいです。 

 三鷹市以外に住んでいる車いすの友達に、ハンディキャブを利用できる事をすごくうらやましがられます。

どこにでもあるようで、そうではないのです。ありがたいな～と思います。 

 これからもよろしくお願いいたします。 
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☆みたかハンディキャブ緊急連絡先☆ 

* 事務所時間外「17：00～翌 9：00、日祭日」で

発生した翌日および当日朝のキャンセル等で緊

急に連絡が必要な案件は緊急連絡先へ連絡をお

願いします。なお、前日確認・予約はできません。 

東垣副理事長・運行責任者 080-1102-7281 

万一、上記連絡先で連絡が取れない場合のみ、下

記にご連絡ください。 

宮田理事長  090-4833-3541 

吉野副理事長 090-5324-5744 

野本副理事長 080-3256-8660 



 

新人ボランティア紹介 

 

私は下連雀在住の久保敏明です。この２月より“みたかハンディキャブ”に入会し、現

在（２月１８日）同乗研修中です。先輩ボランティアさんより運転操作.車椅子操作.利用

者さんへの接し方等を学んでいます。利用者さんに「安心.安全.快適」を感じて貰える様

に研修に励みたいと思います。 

私は昨年より時間を自由に使える様になり、三鷹で幾つかの「団体.集まり」に既に参加

していますが、空いた時間を多少なりとも地域活動に使いたく今回“みたかハンディキャ

ブ”会員になりました。将来自分自身が利用者として会員になった立場目線で運転ボランティアを出来れ

ばと考えております。 

当面は不慣れと緊張感等で利用者の皆さんに不安を感じさせる事が有るかもしれませんが、５０年近く

無事故の経験を生かし、まずは安全運転に徹しますのでどうぞ宜しくお願いいたします。 久保 敏明 
 

 

はじめまして、小林麻衣子と申します。 

私は小学校に上がる前からの三鷹市民なので、もしかしたらはじめましてではない会員

の方もいらっしゃるかもしれません。 

運転が好きだったことと「同乗者に優しい運転」について興味があったので、市報に掲

載された福祉車両運転者の講習のお知らせと運転ボランティアの募集が目に入り、みたか

ハンディキャブの活動を知りました。 

今は、見習い中のため、助手席におじゃますることもあるかと思います。 

実習の期間を経まして、運転手として外出のお手伝いができるようになりましたら、安全第一は当然のこ

とですが、利用者の方が道中をのんびりとすごせるような運行をしていきたいと思っておりますので、どう

ぞよろしくお願いいたします。                    小林 麻衣子 

 

 
新しい一歩に向けて 

この 2月にデヴューいたしました瀬川と申します。住民票だけのつながり～夜寝に帰るだ

けのピストン運動サラリーマン生活～を卒業し、言わば定時制市民から全日制に変わるのを

機に、地域との関わりをまともにしたい、が発端です。 福祉有償運送講習講座に始まり東

垣さん、宮田さんに負う同乗指導を賜りヨチヨチ歩き出したところです。 諸先輩方に接し

て、あまりにも自分が知らないことが多く、恥ずかしくショックでした。運転適性以前に人

格・性格の自己検証となり一連のご指導は、凄い！の一言です。今風で言う“ヤバイ”に尽きます。 自分

としては「お手伝い」という言葉は当事者意識が希薄になりそうで好きではありません。又、チャリティ（慈

善）やボランティア（奉仕）の用語使いも違和感覚えます。 

心意気『おせっかい』で地域に関わり、一つでも多くの笑顔をつくってゆきたい。     瀬川 彰 
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日程････････････････5月 21日(土)～22日(日) 

宿泊先･･････････････かんぽの宿鴨川（房総） 

申し込み締切････････4月 8日（金） 定員 15組  

参加費（見込み）････おひとり様 15,000円前後 

定員オーバーの場合は抽選 

行程・参加費については検討中ですが、決定次第参

加者にお知らせします。 

鴨川付近はシーワールドなど、見所もたくさんあり

ます。乞ご期待!! 

参加ご希望の利用会員の方は締切日までに、事務所に電話で、お申込み下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 

 

平成 28年春季号をお送りします。寒暖の気温差の大

きい冬も過ぎ、桜の開花も間もない時期を迎えました。 

新しいボランティアセンター（建物の名称は未定）

の建て替えも進み、この秋には移転の運びとなるよう

です。    来月 4 月には総会も開かれ、新しい理

事会体制の下での活動が始まります。 

前述の移転をはじめ、利用会員の増加、運転ボラン

ティアの高齢化など、さまざまな課題を克服するべく、

利用会員・賛助会員の皆様の支援ご協力を賜りながら、

一丸となって、取り組む所存です。 

よろしくお願い申し上げます。   Ｔ 

発 行 
ＮＰＯ法人 みたかハンディキャブ 
 

〒181-0013  

三鷹市下連雀８－６－１５－４０４ 

 

ＴＥＬ  ０４２２－４１－０１８５ 

ＦＡＸ ０４２２－４１－０２７４ 

Ｅ－mail :mcab3@jcom.zaq.ne.jp 

ホームページ : みたかハンディキャブ 

 

キャンセル料徴収実施についてのお知らせ 

前号でもお知らせしましたが、平成 28年 4月 1日よりキャンセル料の徴収 

を実施させていただくこととなりました。詳しくは別紙のお知らせをご覧くだ

さい。 

 


